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3. 計算条件 

3.1 荷重の組合せ及び許容応力状態 

本計算書において考慮する荷重の組合せ及び許容応力状態を下表に示す。 

 

施設名称 設備名称 系統名称 
施設 

分類＊1 
設備分類＊2 

機器等 

の区分 

耐震 

クラス 
荷重の組合せ＊3,4 

許容応力 

状態＊5 

計測制御 

系統施設 

ほう酸水 

注入設備 

ほう酸水 

注入系 

ＤＢ － クラス２管 Ｓ 

IL＋Ｓd 
ⅢAＳ 

ⅡL＋Ｓd 

IL＋Ｓs 
ⅣAＳ 

ⅡL＋Ｓs 

ＳＡ 常設耐震／防止
重大事故等 

クラス２管 
－ 

ⅤL(Ｌ)＋Ｓd
＊6,＊7 

ⅤAＳ 
ⅤL(ＬＬ)＋Ｓs

＊6 

注記 ＊1：ＤＢは設計基準対象施設，ＳＡは重大事故等対処設備を示す。 

＊2：「常設耐震／防止」は常設耐震重要重大事故防止設備，「常設／防止」は常設耐震重要重大事故防止設備以外の常設重大事故防止

設備，「常設／緩和」は常設重大事故緩和設備を示す。 

＊3：運転状態の添字 Lは荷重，(Ｌ)は荷重が長期間作用している状態を示す。 

＊4：許容応力状態ごとに最も厳しい条件又は包絡条件を用いて評価を実施する。 

＊5：許容応力状態ⅤAＳは許容応力状態ⅣAＳの許容限界を使用し，許容応力状態ⅣAＳとして評価を実施する。 

＊6：重大事故時の原子炉格納容器バウンダリ閉じ込め機能維持要求として、原子炉格納容器バウンダリにおいて考慮する荷重の組合

せを示す。 

    ＊7：荷重の組合せⅤＬ(Ｌ)+ＳdはⅤＬ(Ｌ)+ＳＳに包絡されるため、評価を省略する。 
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